
市民プレス　2004 年 11 月発行（隔月刊）1 No.18

の
景
観
や
生
態
系
の
復
活
、

水
質
の
向
上
を
目
指
す
プ
ラ

ン
が
河
川
改
修
の
主
役
に
浮

か
び
上
が
っ
て
き
た
。

柳
瀬
川
の
地
形
に
目
を
向
け

る
と
・
・
・

　

こ
の
川
が
流
れ
る
武
蔵
野

台
地
は
青
梅
市
を
要
と
し

て
、
狭
山
丘
陵
か
ら
東
に
扇

型
に
拡
が
っ
て
い
る
。
等
高

線
を
辿
る
と
、
同
心
円
状
の

広
が
り
を
見
せ
て
お
り
、
こ

の
よ
う
な
地
形
は
扇
状
地
と

呼
ば
れ
て
い
る
。

　

柳
瀬
川
は
い
く
つ
も
の
支

流
を
合
わ
せ
、
標
高
百
米
余

り
の
青
梅
市
の
方
向
か
ら
扇

形
台
地
の
ほ
ぼ
中
央
を
流
れ

る
。

　

川
の
両
岸
の
崖
線
上
に

は
、
石
器
、
縄
文
、
弥
生
時

代
の
遺
構
が
数
多
発
見
さ
れ

て
お
り
、
住
居
跡
、
石
器
、

土
器
の
発
掘
は
枚
挙
に
い
と

ま
が
な
い
。
こ
の
川
辺
は
余

程
住
み
よ
い
処
で
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
。

　

し
か
し
丘
陵
の
湧
水
を
水

源
と
す
る
こ
の
川
の
流
れ

は
、
中
流
で
大
き
な
変
化
を

遂
げ
る
。
こ
の
川
の
流
域
だ

け
で
は
な
く
、
も
っ
と
広
範

囲
の
下
水
を
集
め
た

大
量
の
処
理
水
の
流

入
で
あ
る
。

　

所
沢
市
内
の
下
水

は
、
雨
水
の
一
部
を

加
え
、
東
川
の
下
流

で
作
動
す
る
所
沢
浄

化
セ
ン
タ
ー
で
処
理
さ
れ

る
。
そ
し
て
坂
の
下
で
柳
瀬

川
に
合
流
す
る
。
つ
い
で
柳

瀬
川
の
右
岸
の
清
瀬
市
内
に

設
け
ら
れ
た
東
京
都
の
水
再

生
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、
西
東

京
地
域
か
ら
集
め
ら
れ
た
大

量
の
下
水
の
処
理
水
が
流
入

す
る
。
そ
の
水
量
は
、
全
体

の
50
％
以
上
に
達
す
る
と
い

う
。

　

東
京
都
の
下
水
は
埼
玉
県

に
入
り
、
処
理
さ
れ
た
の
ち

柳
瀬
川
の
水
路
を
経
て
志
木

市
で
新
河
岸
川
に
注
ぐ
。
や

が
て
荒
川
を
経
て
東
京
湾
に

注
ぐ
の
で
あ
る
。

　

と
す
れ
ば
柳
瀬
川
が
担
う

大
半
の
機
能
は
、
人
の
生
活

と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
下

水
の
流
路
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
そ
の
水
質
や
そ
こ
に
生

息
す
る
魚
類
に
対
し
て
抱
く

流
域
住
民
の
や
さ
し
い
心
遣

い
は
、
と
て
も
美
し
い
が
、

一
方
で
は
は
か
な
い
想
い
を

禁
じ
得
な
い
。

　

お
わ
り
に
一
言
、
み
ら
い

の
柳
瀬
川
の
再
生
を
み
な
で

真
剣
に
考
え
よ
う
。
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「
語
ろ
う
！
つ
な
ご
う
！

柳
瀬
川
の
み
ら
い
」 

　

を
掲
げ
、
柳
瀬
川
流
域

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
４
が
、

九
月
十
八
日
、
清
瀬
市
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

た
。

　

柳
瀬
川
の
上
流
、
中
流
、

下
流
で
暮
ら
す
市
民
の
有
志

は
、
そ
れ
ぞ
れ
流
域
の
再
生

を
目
指
し
て
活
動
し
て
き

た
が
、
平
成
八
年
に
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
つ
く
っ
て
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
立
ち
上
げ
た
。
年
毎

に
成
果
を
挙
げ
、
回
を
重
ね

て
き
た
。今
年
は
、主
催
・「
柳

瀬
川
流
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」、

後
援
・
清
瀬
市
／
国
土
交
通

省
荒
川
下
流
河
川
事
務
所
に

よ
っ
て
開
催
さ
れ
、
行
政
と

市
民
は
互
い
の
絆
を
強
め
、

流
域
の
環
境
を
再
生
す
る
態

勢
を
一
歩
前
進
さ
せ
た
。

　

具
体
的
な
話
題
と
し
て
取

り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
柳
瀬

川
上
流
に
残
る
天
然
河
岸
の

保
全
や
、
空
堀
川
と
の
合

流
地
点
付
近
の
改
修
な
ど
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
他
の
課
題

も
多
く
、
予
定
の
時
間
を
超

過
し
て
幕
を
閉
じ
た
。

柳
瀬
川
の
あ
ら
ま
し

　

柳
瀬
川
は
、
流
路
の
延

長
は
約 

20
㎞
、
流
域
面
積

１
０
６
平
方
㎞
、
五
つ
の
支

流
を
も
つ
。
東
川
、空
堀
川
、

奈
良
橋
川
、
北
川
、
前
川
で

あ
る
。
流
域
に
は
、所
沢
市
、

入
間
市
、
志
木
市
、
富
士
見

市
、
三
芳
町
、
東
村
山
市
、

清
瀬
市
な
ど
が
拡
が
り
、
流

域
内
の
人
口
は
60
万
人
に
達

す
る
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
核
と
な
っ
た

「
柳
瀬
川
流
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
は
・
・
・

　

柳
瀬
川
流
域
に
住
む
市
民

の
団
体
、
個
人
か
ら
構
成
さ

れ
、
緑
豊
か
な
、
し
か
も
多

様
な
生
物
が
生
息
す
る
川
、

健
全
な
水
質
と
流
れ
が
確
保

さ
れ
て
、
住
民
が
親
し
め
る

川
に
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て

活
動
し
て
い
る
。

行
政
の
進
路
を
定
め
る
「
流

域
水
循
環
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」
と
は
・
・
・

　

国
土
交
通
省
は
、
治
水
、

利
水
、
環
境
に
わ
た
る
水
の

諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、
健
全
な
水
循
環
系
の
構

築
が
不
可
欠
で
あ
る
と
の
考

え
を
示
し
た
。
同
省
の
河
川

審
議
会
は
、
平
成
十
年
、
国

土
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
水
循

環
の
視
点
を
取
り
入
れ
、
地

域
毎
に
関
係
者
が
連
携
し

て
、
健
全
な
循
環
系
を
形
成

す
べ
き
で
あ
る
、
と
の
中

間
報
告
を
ま
と
め
た
。「
柳

瀬
川
流
域
水
循
環
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ

は http://w
w
w
.ara.

or.jp/arage/yanase

　

※
地
形
と
流
路
の
図
は
、

国
土
交
通
省
の
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
か
ら
引
用
。

  　

河
川
の
行
政
は
第
一
に
治

水
で
あ
っ
て
、
洪
水
の
被
害

を
食
い
止
め
る
た
め
、
も
っ

ぱ
ら
防
御
に
目
が
向
け
ら

れ
て
い
た
。
一
方
飲
料
水
を

確
保
す
る
た
め
の
利
水
や
流

域
の
環
境
の
保
全
は
、
近
年

の
急
速
な
流
域
の
都
市
化
に

よ
っ
て
重
要
な
テ
ー
マ
と
な

り
、
こ
れ
ら
を
総
合
し
た
水

循
環
計
画
を
策
定
す
る
こ
と

が
急
務
と
な
っ
て
き
た
。

　

か
つ
て
は
河
川
の
流
路
を

直
線
化
す
る
土
木
工
事
は
合

理
的
と
さ
れ
、
セ
メ
ン
ト
や

石
を
つ
か
っ
た
護
岸
工
事
が

続
け
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し

い
ま
、
自
然
に
蛇
行
す
る
河

川
に
目
が
向
け
ら
れ
、
水
辺

柳
瀬
川
流
域
の
環
境
を

再
生
す
る
た
め
に
…

活
動
す
る
行
政
と
市
民
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

写
真
１　
新
柳
瀬
橋
の
上
流
に
残
さ

れ
た
天
然
河
岸

　
空
堀
川
の
合
流
点
の
手
前
、
右
岸

は
清
瀬
市
、
明
治
薬
科
大
学
の
キ
ャ

ン
バ
ス
、
分
譲
住
宅
の
建
築
現
場
が

あ
り
、
す
で
に
人
工
的
な
護
岸
が
で

き
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
左
岸
は

所
沢
市
で
、
む
か
し
の
ま
ま
の
川
岸

が
残
さ
れ
て
お
り
、
激
し
い
対
比
を

見
せ
る
異
様
な
景
観
。

図　
柳
瀬
川
の
地
形
と
支
流
の
流
路

写
真
８　
新
河
岸
川
と
の
合
流
点

　
架
け
ら
れ
た
新
栄
橋
の
背
後
に

は
志
木
市
役
所
。

写
真
７　
収
穫
は
近
い
水
谷
田
圃

　
富
士
見
橋
の
下
流
の
左
岸
に
ひ

ろ
が
る
水
谷
田
圃
に
は
開
発
計
画

(

本
誌
15
号)

が
進
む
。

写
真
６　
夕
も
や
の
富
士
見
橋

か
ら
上
流
を
望
む

写
真
５　
新
座
団
地
を
望
む

写
真
４　
柳
瀬
川
に
排
出
さ
れ
る
下

水
処
理
水

　
清
瀬
水
再
生
セ
ン
タ
ー
は
、
東
京

都
下
水
道
局
の
施
設
で
、
展
示
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
、
そ
の
見
学
を
歓
迎
し

て
い
る
。

写
真
３　
東
川
が
柳
瀬
川
に
合
流
す

る
地
点

　
東
川
沿
い
は
、
残
土
、
建
築
資
材

置
場
に
な
っ
て
い
て
、
両
岸
に
道
路

は
な
い
。

写
真
２

東
川
に
排
出
さ
れ
る
下
水
処
理
水

　
所
沢
浄
化
セ
ン
タ
ー
沿
い
の
流
れ
。

①

②

⑥ ⑤

③④

⑧ ⑦
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昭
和
の
初
め(

一
九
三
〇

年
代)

、
東
京
郊
外
の
朝
霞

地
域
は
、
平
林
寺
を
周
遊

す
る
東
京
市
民
の
行
楽
地
と

し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
。
い

ま
、
国
道
２
５
４(

川
越
バ

イ
パ
ス)

に
沿
っ
た
自
衛
隊

の
駐
屯
地
か
ら
武
蔵
大
学
グ

ラ
ン
ド
ま
で
の
広
大
な
土
地

は
、
当
時
東
京
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
の
ゴ
ル
フ
場
や
根
津
公
園

が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
の
地
域
の
開
発
が
始
ま

る
前
は
、
武
蔵
野
台
地
に
静

か
な
農
村
地
帯
が
広
が
り
、

川
越
街
道
か
ら
大
泉
に
至
る

ま
で
、
雑
木
林
と
茅
の
原
が

続
い
て
い
た
。

　

居
住
し
て
い
た
農
家
の

人
々
は
、
冬
に
な
る
と
、
雑

木
林
に
入
っ
て
落
葉
を
熊
手

で
掃
き
集
め
、
大
き
な
籠
に

入
れ
、
手
車
に
積
ん
で
帰
っ

た
。『
く
ず
は
き
』
と
呼
ば

れ
て
い
た
。集
め
た『
く
ず
っ

ぱ
』は
大
事
な
肥
料
だ
っ
た
。

庭
先
で
腐
ら
せ
『
つ
く
て
』

と
呼
ば
れ
て
い
た
堆
肥
を
つ

く
り
、
ま
た
雑
木
林
の
下
草

や
枯
れ
木
は
い
ろ
り
や
か
ま

ど
の
燃
料
に
し
た
。

 　

い
ま
の
西
武
線
は
当
時
武

蔵
野
線
と
よ
ば
れ
、
大
泉

駅
か
ら
川
越
街
道
に
向
か
っ

て
、
自
然
や
緑
を
求
め
る
東

京
市
民
を
誘
致
す
る
た
め
に

開
発
を
進
め
、
学
園
都
市
、

文
化
住
宅
、
市
民
農
園
を
つ

く
る
こ
と
に
専
念
し
て
い

た
。

　

大
正
二
年 (

１
９
１
３)

、

東
京
の
駒
沢
に
あ
っ
た
東
京

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
は
、
昭
和
五

年(

１
９
３
０)

に
な
っ
て

地
主
か
ら
地
代
の
値
上
げ
を

要
求
さ
れ
、
移
転
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
。
丸
の
内
か
ら
自

動
車
で
五
十
分
、
二
十
万
坪

も
の
土
地
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
る
地
域
と
し
て
、
膝

折
村
に
白
羽
の
矢
が
立
っ

た
。

　

コ
ー
ス
の
設
計
に
当
っ
た

ア
リ
ソ
ン
氏
は
、
こ
の
ゴ
ル

フ
場
を
比
類
の
な
い
も
の
に

し
た
い
と
い
う
夢
を
抱
き
、

日
本
庭
園
を
参
考
に
し
て
、

景
観
の
優
れ
た
ゴ
ル
フ
コ
ー

ス
を
作
り
上
げ
た
。

　

膝
折
村
が
朝
霞
町
と
名
を

変
え
た
の
は
、
こ
の
ゴ
ル
フ

場
の
名
誉
総
裁
で
あ
っ
た
朝

香
宮
殿
下
の
お
名
前
に
由
来

す
る
。
た
だ
し
同
じ
読
み
方

の
朝
霞
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
こ
の
平
穏
な

町
に
、
昭
和
十
五
年 

(

１
９
４
０)

戦
争
の
足
音

が
響
い
て
き
た
。

　

ゴ
ル
フ
場
と
そ
の
周
辺
の

土
地
は
強
制
的
に
買
収
さ

れ
、
そ
こ
に
陸
軍
予
科
士
官

学
校
が
つ
く
ら
れ
た
。
朝
霞

市
、
和
光
市
、
新
座
市
、
練

馬
区
に
わ
た
る
広
沢
原(

当

時
の
名
前)

の
ほ
と
ん
ど
が

敷
地
と
な
り
、
根
津
公
園

(

本
誌
14
号)

も
こ
の
中
に

入
れ
ら
れ
た
。
全
敷
地
は
実

に
八
十
万
坪(

二
百
七
十
万

平
方
米)

に
も
及
ん
だ
。

　

ま
た
昭
和
十
六
年

(

１
９
４
１)

に
は
、
陸
軍

被
服
廠
が
赤
羽
か
ら
朝
霞
駅

前
に
移
転
し
て
き
た
。
被
服

廠
は
軍
人
が
身
に
つ
け
る
軍

服
、
軍
靴
、
鉄
兜
な
ど
を
つ

く
る
施
設
で
、
す
で
に
本
誌

10
号
で
紹
介
し
た
。

　

陸
軍
予
科
士
官
学
校
は
、

陸
軍
の
士
官
を
短
期
間
で
養

成
す
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た

学
校
で
、
本
科
は
神
奈
川
県

座
間
に
あ
っ
た
。
日
中
戦
争

は
広
大
な
大
陸
に
軍
隊
を
送

り
、
戦
線
は
拡
大
す
る
一
方

で
、
さ
ら
に
、
米
国
と
も
戦

い
を
交
え
よ
う
と
構
え
て
い

た
の
で
、
緊
急
に
大
量
の
下

級
指
揮
官
が
必
要
に
な
っ
た

の
だ
。

　

入
学
し
て
き
た
の
は
、
旧

制
の
中
学
生
や
陸
軍
幼
年
学

校
か
ら
の
少
年
で
、
こ
こ
で

一
般
の
兵
科
に
進
む
者
と
航

空
科
に
進
む
者
と
に
分
け
ら

れ
て
訓
練
を
受
け
た
。
全
員

校
内
の
寄
宿
舎
生
活
で
、
就

業
年
限
は
わ
ず
か
に
一
ヵ
年

だ
っ
た
。

　

昭
和
十
八
年(

１
９
４
３)

に
、
天
皇
は
こ
の
地
を
東
京

市
ヶ
谷
の
士
官
学
校
と
同
名

の
振し
ん
ぶ
だ
い
武
台
と
命
名
し
た
。
神

奈
川
県
座
間
に
あ
っ
た
本
科

は
相
武
台
と
よ
ば
れ
て
い
た

の
で
、
こ
れ
に
合
わ
せ
た
も

の
と
い
う
。終
戦
の
年
に
は
、

第
六
十
一
期
生
徒
約
六
千
人

余
り
が
い
た
。

　

第
六
十
期
生
は
春
に
卒
業

し
た
が
、
第
六
十
一
期
生
は

卒
業
す
る
こ
と
な
く
、
昭
和

二
十
年(

１
９
４
５)

八
月

十
五
日
の
終
戦
を
迎
え
た
。

そ
し
て
士
官
学
校
は
廃
校
と

な
り
、
こ
こ
に
米
軍
が
進
駐

し
て
き
た
。

　

連
合
国
軍
司
令
官
ダ
グ
ラ

ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
厚
木

飛
行
場
に
降
り
立
ち
、
横
浜

沖
に
停
泊
し
て
い
た
ミ
ズ

リ
ー
号
上
で
、
日
本
軍
の
降

伏
調
印
式
が
行
な
わ
れ
た
。

米
軍
は
日
本
各
地
の
旧
軍
事

施
設
に
進
駐
し
た
が
、
第
43

師
団
第
一
騎
兵
師
団
本
部
は

朝
霞
の
陸
軍
予
科
士
官
学
校

に
進
駐
し
て
、「
キ
ャ
ン
プ
・

ド
レ
イ
ク
」
と
呼
称
し
た
。

 　

昭
和
二
十
五
年
朝
鮮
戦
争

が
勃
発
、「
キ
ャ
ン
プ
・
ド

レ
イ
ク
」
は
そ
の
補
給
地
と

な
り
、昭
和
二
十
六
年
に
は
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
対
日
平

和
条
約
の
締
結
、
日
米
安
保

条
約
が
調
印
さ
れ
た
。

　

昭
和
三
十
二
年

（
１
９
５
７)

に
は
、
日
米

共
同
声
明
が
、
そ
し
て
米
軍

は
日
本
よ
り
撤
退
し
は
じ

め
、
米
軍
基
地
は
自
衛
隊
が

引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。

昭
和
三
十
五
年
に
は
、
自
衛

隊
の
朝
霞
駐
屯
地
が
開
設
さ

れ
た
。

　

昭
和
三
十
九
年
に
は
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
射
撃
場
と

な
り
、
さ
ら
に
昭
和
四
十
年

(

１
９
６
５)

に
は
ベ
ト
ナ

ム
戦
争
勃
発
、
基
地
に
設
置

さ
れ
た
病
院
に
、
負
傷
兵
を

運
ぶ
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
絶
え

間
な
く
発
着
し
た
。
朝
霞
第

六
小
学
校
近
く
（
現
在
の
市

役
所)

に
ヘ
リ
ポ
ー
ト
が
設

置
さ
れ
た
た
め
、
六
小
は
移

転
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　

そ
の
頃
か
ら
市
民
団
体

に
よ
る
基
地
返
還
要
求
の

声
が
高
ま
り
、
ま
た
基
地

内
の
整
理
統
合
が
進
め
ら
れ

て
、
施
設
は
返
還
さ
れ
る
事

態
と
な
っ
た
。
つ
い
に
昭
和

四
十
九
年(

１
９
７
４)

日

米
合
同
委
員
会
で
、
キ
ャ
ン

プ
朝
霞
の
大
部
分
が
返
還
さ

れ
た
。
昭
和
六
十
一
年
、
通

信
施
設
が
横
田
に
移
転
さ

れ
、
戦
後
四
十
一
年
に
及
ぶ

朝
霞
市
の
米
軍
基
地
は
殆
ど

姿
を
消
し
た
の
だ
っ
た
。

　

国
有
地
と
し
て
残
さ
れ
た

跡
地
を
利
用
す
る
た
め
に
計

画
が
練
ら
れ
、
そ
れ
に
基
づ

い
て
現
在
の
姿
が
出
来
上

が
っ
た
。

　

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
朝

霞
市
で
起
こ
っ
た
戦
前
戦
後

の
激
動
の
歴
史
は
、
あ
ま
り

に
も
込
み
入
っ
て
い
て
、
手

短
か
に
語
る
こ
と
は
到
底
で

き
な
い
が
、
今
回
は
駆
け
足

で
、
大
ま
か
な
筋
道
を
追
っ

て
み
た
。
機
会
を
改
め
て
、

も
っ
と
詳
し
く
歴
史
を
紐
解

く
こ
と
に
し
た
い
。

　
戦
前
か
ら
戦
後
へ
、

　
　
　

激
動
す
る
ま
ち

膝
折
村
か
ら
朝
霞
市
に
…

朝
霞
ゴ
ル
フ
場
が

陸
軍
予
科
士
官
学
校
に

　

米
軍
キ
ャ
ン
プ
へ
、

　
　

そ
し
て
自
衛
隊
に

図
１　
古
地
図
１
大
正
８
年

(

１
９
１
９)

発
行
、
国
土

地
理
院

明
治
42
年
測
量 

明
治
45
年

部
分
修
正

図
２　

 

朝
霞
高
校
三
十
年

史
の
資
料
か
ら(

大
正
３

年
・
昭
和
７
〜
８
年)

１

　
「
大
泉
風
致
地
区
」
は
昭

和
８
年
都
市
計
画
に
基
づ

い
た
内
務
省
の
指
定
区
域

名(

妙
福
寺
所
有
地
な
ど
約

１
０
０
万
坪)

図
３　

古
地
図
２ 

昭
和
21

年(

１
９
４
６)

発
行
、
国

土
地
理
院

昭
和
４
年
、
７
年
修
正

図
４ 

朝
霞
高
校
三
十
年
史

の
資
料
か
ら(

昭
和
16
〜
20

年
８
月)

２

終
戦
ま
で

図
５　
古
地
図
３　
昭
和
32

年
発
行
、
国
土
地
理
院

昭
和
31
年
応
急
修
正

図
６ 

朝
霞
高
校
三
十
年
史

の
資
料
か
ら(

昭
和
20
年
９

月
〜
40
年
代)

３

光
ヶ
丘
団
地
は
か
つ
て
の
飛

行
場
跡
地
で
、
駐
留
軍
の
住

宅
を
経
て
建
設
さ
れ
た
。
現

在
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
は

飛
行
場
の
滑
走
路
だ
っ
た
。

①②

⑥ ⑤

③④
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本
郷
菊
坂
は
、
樋
口
一
葉

の
残
り
香
の
あ
る
街
で
す
。

　

地
下
鉄
の
本
郷
三
丁
目
駅

を
降
り
て
東
京
大
学
に
向
か

い
約
二
十
メ
ー
ト
ル
、
左
斜

め
に
入
る
一
方
通
行
の
狭

い
道
が
菊
坂
通
り
で
す
。
こ

の
一
帯
は
戦
時
中
に
焼
け
な

か
っ
た
の
で
、
い
ま
も
古
い

町
並
み
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

通
り
か
ら
入
る
と
路
地
が

迷
路
の
よ
う
に
つ
づ
い
て
い

て
、
い
く
曲
が
り
か
す
る
と

古
い
門
の
前
に
出
る
こ
と

が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
ま
た
迷

路
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
家
々

は
狭
い
路
地
を
は
さ
ん
で
向

か
い
合
い
、
家
の
前
に
は
鉢

や
箱
づ
く
り
の
植
木
が
置
か

れ
、
狭
い
道
を
い
っ
そ
う
狭

い
も
の
に
し
て
い
ま
す
。

　

路
地
か
ら
菊
坂
の
裏
の
通

り
に
出
ま
す
。一
葉
の
家
は
、

そ
の
裏
通
り
を
隔
て
て
表
通

り
の
商
店
の
勝
手
口
と
向
か

い
合
っ
て
い
ま
し
た
。
一
葉

は
、「
我
が
家
は
、
細
道
一

つ
隔
て
て
上
通
り
の
商
人
ど

も
が
勝
手
と
む
か
ひ
合
居
た

り
。

さ
れ
ば
、
口
さ
が
な
き
も
の

ど
も
が
常
に
い
ひ
か
わ
す
、

ま
さ
な
ご
と
ど
も
、
い
と
よ

く
聞
ゆ
る
に
。」
と
書
い
て

い
ま
す
。

　

一
葉
の
旧
居
跡
は
特
定
で

き
ま
せ
ん
が
、
使
っ
て
い
た

掘
り
抜
き
井
戸
が
残
っ
て
お

り
、
こ
の
路
地
の
風
景
は
、

明
治
の
情
緒
の
薫
り
が
高
い

の
で
す
。

　

今
月
発
行
さ
れ
た
お
札
の

肖
像
に
、
一
葉
は
は
じ
め
て

女
性
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
ま

し
た
。

　

一
葉
は
、
明
治
二
十
五

年
、
父
の
死
後
、
菊
坂
町
に

住
居
を
移
し
、
母
と
妹
と
の

三
人
で
暮
ら
し
始
め
ま
し

た
。
彼
女
は
ま
だ
十
八
才
で

し
た
が
、
針
仕
事
や
洗
い
張

り
の
仕
事
を
し
て
家
族
の
生

計
を
立
て
ま
し
た
。
き
び
し

い
生
活
で
あ
っ
た
に
も
拘
わ

ら
ず
、
こ
こ
で
一
葉
は
小
説

家
へ
の
道
を
歩
み
始
め
、
歌

人
と
な
る
た
め
に
必
要
な
古

典
の
勉
強
に
励
み
ま
し
た
。

上
野
の
図
書
館
に
足
繁
く
通

い
ま
し
た
。
小
説
記
者
で

あ
っ
た
半
井
桃
水
の
弟
子
と

な
り
、同
人
雑
誌
「
武
蔵
野
」

に
短
編
小
説
を
次
々
に
発
表

し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

わ
ず
か
二
十
四
才
で
生
涯

を
終
え
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
彼
女
は
数
多
の
短
編
小

説
、
短
歌
を
残
し
ま
し
た
。

地
下
鉄
で
文
京
区
本
郷
菊
坂
へ

その⑰

　

こ
の
町
の
名
前
は
、
徳

川
時
代
に
菊
畑
が
広
が
っ

て
い
た
の
で
こ
の
名
が
付

い
た
の
で
す
が
、
町
内
に

あ
っ
た
本
妙
寺
は
明
暦
の
大

火(

一
六
五
七
年
、
い
わ
ゆ

る
振
袖
火
事)

で
焼
け
ま
し

た
。

　

一
葉
が
家
計
を
や
り
く
り

す
る
た
め
に
通
っ
た
伊
勢
屋

質
店
の
土
蔵
は
、
当
時
の
ま

ま
の
姿
で
い
ま
も
菊
坂
通
り

に
面
し
て
建
っ
て
い
ま
す
。

質
店
を
経
営
し
て
い
た
永
瀬

家
に
よ
っ
て
こ
の
歴
史
的
建

造
物
は
、
国
の
文
化
財
と
し

て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
一
葉

の
旧
居
か
ら
は
歩
い
て
１
〜

２
分
の
と
こ
ろ
で
す
。

　

一
葉
の
明
治
二
十
五
年
五

月
の
日
記
に
、「
此
月
も
伊

せ
屋
が
も
と
に
走
ら
ね
ば
事

た
ら
ず
、
小
袖
四
つ
、
羽
織

二
つ
、
風
呂
敷
に
つ
つ
み

て
母
君
と
我
と
持
ゆ
か
ん
と

す
。

蔵
の
う
ち
に
は
る
か
く
れ
行

こ
ろ
も
が
へ
」
と
書
い
て
い

ま
す
。

　

一
葉
の
命
日
で
あ
る
十
一

月
二
十
三
日
に
は
、
赤
門
前

の
法
真
寺
で
毎
年
「
文
京
一

葉
忌
」
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

一
葉
が
幼
時
を
過
ご
し
た
こ

の
辺
り
の
情
景
は
、
一
葉
の

作
品
「
ゆ
く
雲
」
の
中
に
こ

ま
か
に
描
写
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る

露
座
の
観
音
は
い
ま
も
本
堂

の
前
に
あ
り
、
多
く
の
方
々

が
拝
観
し
て
い
ま
す
。

五
千
円
新
札
で

　
　

改
め
て
ヒ
ロ
イ
ン
と
な
っ
た

樋
口
一
葉
に
ゆ
か
り
の
深
い
ま
ち

①②

⑤ ③④

❶❷

❻ ❺ ❸❹

　

本
文
を
制
作
す
る
に
当

た
っ
て
、
つ
ぎ
の
記
事
を
参

考
に
さ
せ
て
戴
い
た
。

１
・　
「
武
蔵
の
国
に
ひ
く

ら
」、
朝
霞
、
志
木
、
新
座
、

和
光
に
働
く
人
々
、
北
足
立

南
部
地
区
労
働
組
合
協
議

会
三
十
年
史
、
58
ペ
ー
ジ
、

１
９
８
７
年
。

２
・　

埼
玉
県
立
朝
霞
高
等

学
校
「
創
立
三
十
周
年
記
念

誌
」
付
録
の
周
辺
地
域
土
地

利
用
の
変
遷
及
び
参
考
年

表
、
平
成
五
年
。

３
・　

朝
霞
市
史
通
史
編
、

平
成
１
年
３
／
15
発
行
。

１
２
４
１
〜
１
２
５
６
ペ
ー

ジ
。

　

ご
教
示
を
戴
い
た
朝
霞
市

生
涯
学
習
課
の
方
々
、
金
子 

真(

歴
史
教
育
者
協
議
会)

、

中
村
恭
彦(

県
立
富
士
見
高

校)

氏
に
深
謝
し
ま
す
。

写
真
１　
菊
坂
の
い
ま

写
真
２　
東
京
大
学
赤
門

写
真
３　
一
葉
の
旧
居
跡
の

掘
り
抜
き
井
戸

写
真
４　
旧
伊
勢
屋
質
店

写
真
５　
一
葉
の
肖
像(

法

真
寺
の「
文
京
一
葉
忌
」で)

　

こ
と
し
の
文
京
一
葉
忌

東
京
大
学
赤
門
前
、
法
真
寺
境
内
で

　
十
一
月
二
十
三
日(

祝)

　
　
午
前
九
時
半
か
ら

法
要
、
幸
田
弘
子
さ
ん
の
朗
読
、
史
跡

の
見
学
な
ど
。

　
一
葉
忌
の
他
、
十
一
月
に
は
、
文
の

京
一
葉
物
語
実
行
委
員
会
が
主
催
す
る

多
く
の
行
事
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

○
文
京
区
教
育
委
員
会
文
化
振
興
課

℡(

０
３)

５
８
０
３-

１
３
０
５
、

○
文
京
区
ふ
る
さ
と
歴
史
館

℡(

０
３)

３
８
１
８-

７
２
２
１
へ
。

写
真
１　
陸
上
自
衛
隊
朝
霞

演
習
場

　

朝
霞
市
の
「
南
大
通
り
」

を
新
座
市
に
向
か
う
と
、
右

側
に
広
大
な
演
習
場
が
開
け

て
く
る
。
遠
く
に
は
山
並

み
が
望
ま
れ
、
車
両
が
並
ぶ

(

本
紙
14
号
の
写
真
も
参
照

し
て
下
さ
い)

。
か
つ
て
根

津
公
園
が
在
っ
た
と
こ
ろ
。

写
真
２　
南
大
通
り
の
左
側

に
は
国
税
庁
な
ど
国
の
施
設

が
並
ぶ

　
付
近
に
は
自
衛
官
の
募
集

の
看
板
が
目
に
つ
く
。

　

地
番
は
「
溝
沼
」、
か
つ

て
溝
沼
村
の
住
民
が
開
拓
し

た
由
来
に
よ
る
と
い
う
。

　
和
光
市
域
の
風
景

写
真
３　
西
大
和
団
地

　
和
光
市
駅
前
通
り
か
ら
国

道
を
越
し
て
「
公
園
通
り
」

を
行
く
。
こ
の
通
り
に
沿
っ

て
団
地
が
広
が
り
、
和
光
樹

林
公
園
に
突
き
当
た
る
。
バ

ス
は
大
泉
学
園
方
面
に
向
か

う
。

　
こ
の
団
地
は
、
都
市
基
盤

整
備
公
団
の
賃
貸
住
宅
で
、

入
居
者
募
集
の
看
板
が
目
立

つ
。

 
写
真
４　
二
本
の
ア
ン
テ
ナ

が
天
空
に
そ
び
え
る(

米
軍

の
も
の)

 　

樹
林
公
園
の
前
か
ら
桃

手
通
り
に
入
る
と
、
右
手

に
は
諏
訪
原
団
地
、
左
手
の

広
大
な
芝
生
に
ア
ン
テ
ナ
が

立
つ
。
裏
手
に
は
理
化
学
研

究
所
の
建
物
群
が
並
ん
で
い

る
。

写
真
５　
米
軍
極
東
放
送
Ｆ

Ｅ
Ｎ
の
塔

　
桃
手
通
り
に
沿
っ
て
そ
び

え
る
巨
大
な
放
送
塔
で
、
米

軍
が
管
理
し
て
い
る
。

写
真
６　
国
立
だ
っ
た
埼
玉

病
院
の
玄
関

　
今
年
の
４
月
、
機
構
改
革

に
よ
り
、
正
式
な
名
称
は
、

「
独
立
行
政
法
人
埼
玉
病
院
」

と
な
る
。

　
そ
の
発
祥
は
昭
和
16
年
の

白
子
陸
軍
病
院
、
昭
和
19
年

振
武
台
陸
軍
病
院
と
改
称
。

昭
和
20
年
厚
生
省
に
移
管

さ
れ
て
国
立
埼
玉
病
院
と
な

る
。

古
い
写
真
の
資
料

（
左
・
２
枚
）

陸
軍
予
科
士
官
学
校
の
正
門

及
び
本
部

(

朝
霞
市
博
物
館
所
蔵)
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特
定
非
営
利
活
動
法
人

Ｎ
Ｐ
Ｏ「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

こ
の
法
人
は
地
域
住
民
と
行

政
に
対
し
て
取
材
活
動
を
行

い
、
報
道
に
よ
っ
て
市
民
の

公
共
参
加
を
推
進
し
、
地
域

内
の
メ
デ
ィ
ア
事
業
を
行
っ

て
、
市
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
地

域
情
報
紙
「
市
民
プ
レ
ス
」

は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
編
集
・
発
行
し
、
無
料
で

配
付
し
ま
す
。

□　

本
紙
は
暮
ら
し
や
す
い

地
域
を
創
る
た
め
に
、

市
民
の
方
々
の
取
材
を
通
し

て
皆
様
と
共
に
考
え
ま
す
。

□　

ま
た
市
民
が
行
政
と
情

報
を
共
有
す
る
こ
と
を
求
め

ま
す
。

　

＊　

＊　

＊

◇　

読
者
の
「
オ
ピ
ニ
オ
ン

（
意
見
／
考
え
）」
を
募
集
し

ま
す
。

℡　

０
９
０
ー
３
０
４
８
ー

５
５
０
２

編
集　

原
宛
に
ど
う
ぞ黒目川二題

上流では大規模遊技場の建設、心配は排水による汚染
下流では清掃、水質検査と移動水族館 (黒目川に親しむ会の「クリーンエイド」)

保育児の運動会
新座市柿ノ木幼稚園で

吹奏楽の演奏
富士見高校の学園祭で

健
康
や
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
掲
げ

た
「
ア
ミ
ノ
酸
飲
料
」
っ
て

何
？

 

ア
ミ
ノ
酸
は
、
生
き
物
に

欠
か
せ
な
い「
た
ん
ぱ
く
質
」

を
構
成
す
る
成
分
で
あ
る
。

ま
ず
た
ん
ぱ
く
質
の
話
か
ら

　

私
た
ち
の
体
の
約
20
％
は

た
ん
ぱ
く
質
か
ら
で
き
て
い

る
。
ま
た
体
の
約
半
分
は
水

分
で
あ
る
。
そ
こ
で
体
の
固

形
部
分
の
40
％
は
た
ん
ぱ
く

質
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ

の
た
ん
ぱ
く
質
を
形
作
る
単

位
と
な
っ
て
い
る
の
が
ア
ミ

ノ
酸
で
あ
る
。
た
ん
ぱ
く
質

は
数
百
個
の
ア
ミ
ノ
酸
が
連

な
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
。

　

た
ん
ぱ
く
質
は
、
私
た
ち

の
体
を
形
作
る
成
分
と
し
て

欠
か
せ
な
い
が
、
実
は
多
様

な
生
命
現
象
に
関
わ
っ
て
い

て
、
生
命
の
根
源
物
質
と
も

い
わ
れ
る
。

　

本
題
の
ア
ミ
ノ
酸
の
話
に

入
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　

ア
ミ
ノ
酸
は
実
は
単
一
の

物
質
で
は
な
く
、
共
通
の
特

徴
と
し
て
ア
ミ
ノ
基
と
カ
ル

ボ
キ
シ
ル
基
を
も
つ
。
生
き

物
の
ア
ミ
ノ
酸
は
、
こ
の
二

つ
の
グ
ル
ー
プ
が
同
じ
炭
素

原
子
に
結
合
し
て
い
て
、
正

し
く
は
α
ア
ミ
ノ
酸
と
い

う
。

　

た
ん
ぱ
く
質
を
作
る
ア
ミ

ノ
酸
は
、
ア
ミ
ノ
基
と
カ
ル

ボ
キ
シ
ル
基
が
結
合
し
て
い

る
炭
素
に
、
さ
ら
に
互
い
に

異
な
る
も
う
一
つ
の
グ
ル
ー

プ
が
結
合
し
た
も
の
で
、
そ

の
グ
ル
ー
プ
は
二
十
種
類
ほ

ど
で
あ
る
。

　

ア
ミ
ノ
酸
分
子
の
共
通
の

構
造
式

　
ア
ミ
ノ
酸
か
ら
た
ん
ぱ
く

質
の
合
成

　

こ
れ
ら
の
ア
ミ
ノ
酸
が

様
々
な
並
び
方
を
す
る
こ
と

で
、
多
様
な
た
ん
ぱ
く
質
が

作
ら
れ
る
が
、
ア
ミ
ノ
酸
の

並
び
方
を
決
め
る
も
の(

た

ん
ぱ
く
質
を
作
る
設
計
図)

は
「
遺
伝
子
Ｄ
Ｎ
Ａ
」
で
あ

る
。

　

生
物
が
た
ん
ぱ
く
質
を
摂

取
す
る
と
、
胃
腸
で
ば
ら
ば

ら
の
ア
ミ
ノ
酸
に
ま
で
分
解

さ
れ
、小
腸
で
吸
収
さ
れ
る
。

そ
の
あ
と
で
、
吸
収
さ
れ
た

ア
ミ
ノ
酸
を
原
料
と
し
て
、

遺
伝
子
の
指
示(

情
報)

に

基
づ
い
て
た
ん
ぱ
く
質
が
合

成
さ
れ
る
。

　
必
須
ア
ミ
ノ
酸
は
・
・
・

　

ア
ミ
ノ
酸
は
体
内
で
相
互

に
変
換
し
、
ま
た
足
り
な
い

ア
ミ
ノ
酸
は
他
の
ア
ミ
ノ
酸

か
ら
体
内
で
合
成
で
き
る
。

し
か
し
必
須
ア
ミ
ノ
酸
と
呼

ば
れ
る
九
種
類
の
も
の
が
あ

り
、
こ
れ
ら
は
体
内
で
合
成

で
き
な
い
。
食
物
か
ら
摂
る

し
か
な
い
の
で
あ
る
。

　

以
上
た
ん
ぱ
く
質
の
合
成

原
料
と
し
て
の
ア
ミ
ノ
酸
の

役
割
を
説
明
し
た
が
、
ア
ミ

ノ
酸
の
機
能
は
そ
れ
だ
け
で

は
な
い
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ミ
ノ
酸

は
、
独
特
の
機
能
・
生
理
活

性
を
も
つ
こ
と
が
分
か
っ
て

き
た
。

　

例
え
ば
ア
ミ
ノ
酸
の
一

つ
、
ロ
イ
シ
ン
が
筋
た
ん
ぱ

く
の
分
解
を
抑
制
す
る
こ
と

が
わ
か
り
、
イ
ソ
ロ
イ
シ

ン
、
バ
リ
ン
な
ど
の
分
岐
し

た
鎖
を
も
つ
ア
ミ
ノ
酸
を
ス

ポ
ー
ツ
の
た
め
の
サ
プ
リ
メ

ン
ト
と
し
て
使
う
試
み
が
は

じ
ま
っ
て
い
る
。

　

そ
の
他
運
動
能
力
の
向

上
、
老
化
予
防
、
ダ
イ
エ
ッ

ト
効
果
、
化
粧
品
へ
の
配
合

効
果
な
ど
も
注
目
さ
れ
て
い

る
。

　

そ
こ
で
最
近
急
速
に
ア
ミ

ノ
酸
ド
リ
ン
ク
へ
の
期
待
が

高
ま
っ
た
わ
け
だ
。し
か
し
、

こ
れ
か
ら
進
め
ら
れ
る
研
究

成
果
に
待
つ
と
こ
ろ
は
大
き

く
、
ま
た
発
売
さ
れ
た
商
品

に
よ
っ
て
含
有
さ
れ
る
ア
ミ

ノ
酸
の
種
類
や
分
量
が
ま
ち

ま
ち
で
あ
り
、
選
択
す
る
基

準
が
乏
し
い
。
各
メ
ー
カ
ー

は
、
消
費
者
に
商
品
、
効
果

の
正
し
い
説
明
を
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。

　

埼
玉
県
の
消
費
セ
ン
タ
ー

の
テ
ス
ト
に
よ
る
と
、
市
販

の
清
涼
飲
料
水
の
内
容
の
表

示
は
正
し
い
が
、
銘
柄
に

よ
っ
て
含
ま
れ
る
ア
ミ
ノ
酸

の
種
類
と 

分
量
に
は
甚
だ

し
い
差
異
が
あ
り
、
と
き
に

は
商
品
間
で
四
百
倍
も
含
有

量
が
異
な
っ
て
い
た
。

　
食
べ
も
の
の
補
助
に

　

商
品
の
す
べ
て
が
「
ダ
イ

エ
ッ
ト
」「
健
康
」
な
ど
の

文
言
を
表
示
し
て
い
る
が
、

こ
れ
を
飲
め
ば
や
せ
る
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
。
通
常

の
食
事
を
し
て
い
れ
ば
ア
ミ

ノ
酸
が
不
足
す
る
こ
と
は
な

く
、
ア
ミ
ノ
酸
は
あ
く
ま
で

補
助
的
に
使
い
、
普
通
の
食

事
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と

消
費
セ
ン
タ
ー
で
は
ア
ド
バ

イ
ス
し
て
い
る
。

朝
霞
市
・
新
座
市
・
志
木
市
・     

　
和
光
市
出
土
品
展

朝
霞
市
博
物
館(

℡ 

０
４
８

‒

４
６
９‒

２
２
８
５)

に

お
い
て

10
月
９
日(

土)

か
ら
11
月

23
日(

火)

ま
で

主
催 

朝
霞
市
教
育
委
員
会 

共
催 

新
座
、
志
木
、
和
光

各
市
教
育
委
員
会

ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
「
空
か
ら
の
ぞ
い
た
遺
跡
」

「
古(

い
に
し
え)

の
に
ひ
く
ら
」

と
題
す
る

れ
ま
す
。
こ
れ
がG

oogle

ツ
ー
ル
バ
ー
で
す
。
こ
こ

に
調
べ
た
い
キ
ー
ワ
ー
ド
を

入
力
す
れ
ば
、
そ
の
ま
ま

G
oogle

の
検
索
機
能
が
使

え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

で
す
。

　

さ
ら
に
こ
の
ツ
ー
ル
バ
ー

の「
オ
プ
シ
ョ
ン
」を
ク
リ
ッ

ク
す
る
と
、「
ツ
ー
ル
バ
ー

オ
プ
シ
ョ
ン
」
と
い
う
新
し

い
画
面
が
立
ち
上
が
る
の

で
、「
検
索
結
果
を
新
し
い

ウ
イ
ン
ド
ウ
に
表
示
す
る
」

に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
ま
す
。

　

こ
う
す
る
と
、
い
ま
見
て

い
る
Ｈ
Ｐ
を
そ
の
ま
ま
維
持

し
つ
つ
、G

oogle

が
ま
た

別
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
で
立
ち
上

が
り
、
検
索
機
能
が
使
え
ま

す
。
例
え
ば
「
柳
瀬
川
」
を

検
索
し
て
、「
柳
瀬
川
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る
沢
山
の

Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
が
表
示
さ
れ

て
も
、
も
と
も
と
開
い
て

い
た
Ｈ
Ｐ
は
そ
の
ま
ま
で
、

G
oogle

を
自
在
に
起
動
で

き
ま
す
。

　
２　

 

「
Ａ and 

Ｂ
」「
Ａ 

or 

Ｂ
」
を
活
用
し
た
い
。

　

例
え
ば
、「
柳
瀬
川
」
に

つ
い
て
調
べ
た
い
と
し
て
、

G
oogle

で
こ
の
キ
ー
ワ
ー

ド
を
検
索
す
る
と
、
一
度
に

７
０
０
０
余
り
も
の
情
報
に

ヒ
ッ
ト
し
ま
す
。
こ
れ
で
は

多
す
ぎ
る
の
で
、
少
し
的
を

絞
り
た
い
所
で
す
。
そ
こ
で

も
う
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
て
、
柳
瀬
川
の
流
域
で
活

動
す
る
「
市
民
」
を
追
加
す

る
と 

ヒ
ッ
ト
す
る
Ｈ
Ｐ
は

３
０
０
余
り
と
な
り
、
さ
ら

に
「
生
態
系
」
と
い
う
単
語

を
加
え
る
と
、
ヒ
ッ
ト
す
る

Ｈ
Ｐ
は
最
終
的
に
１
０
０
余

り
に
な
り
ま
す
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
ス
ペ
ー

ス
を
全
角
で
一
文
字
分
空

け
、「
柳
瀬
川
＿
市
民
＿
生

態
系
」
と
し
ま
す
。

　

ま
た
ど
ち
ら
か
を
、
と
い

う
と
き
は
、
例
と
し
て 

「
柳

瀬
川
＿or

＿
黒
目
川
」
と

入
力
し
ま
す
。
こ
の
と
き
、

or

は
半
角
で
、
前
後
に
や

は
り
全
角
の
一
文
字
が
必
要

で
す
。

　

さ
ら
に
こ
れ
ら
の
二
つ
を

合
わ
せ
て
、「
柳
瀬
川
＿or

＿
黒
目
川
＿
市
民
＿
生
態

系
」
を
ヒ
ッ
ト
さ
せ
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　

検
索
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
利

用
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
一
層
有
効
に
活
用
し
ま

し
ょ
う
。　

Ｐ
Ｃ
初
級
講
座

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
入
門

　

面
倒
な
Ｈ
Ｐ
の
ア
ド
レ
ス

の
入
力
は
も
う
要
ら
な
い
。

優
れ
物
の
検
索
機
能
を
使
お

う
！

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
大
き

な
魅
力
の
一
つ
は
検
索
機
能

で
す
。
こ
れ
を
上
手
に
活
用

す
れ
ば
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
以

下
『
Ｈ
Ｐ
』）
を
閲
覧
す
る

た
め
に
必
要
だ
っ
た
ア
ド
レ

ス
の
入
力
に
代
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

近
年
、
い
く
つ
も
の
検
索

サ
イ
ト
が
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の

検
索
法
の
基
本
と
テ
ク
ニ
ッ

ク
を
身
に
つ
け
て
、素
早
く
、

し
か
も
正
確
に
目
的
の
サ
イ

ト
を
検
索
す
る
こ
と
に
慣
れ

て
お
く
べ
き
で
し
ょ
う
。

　

ま
ず
ウ
ェ
ブ
ブ
ラ
ウ

ザ
（
普
通
使
わ
れ
る
の
は
、

Exploler

エ
ク
ス
プ
ロ
ー

ラ
かN

etscape

ネ
ッ
ト

ス
ケ―

プ
）
を
起
動
し
て
、

検
索
サ
イ
ト
の
「G

oogle
グ
ー
グ
ル
」http://w

w
w
.

google.co.jp/

に
ア
ク
セ

ス
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
も
ち

ろ
ん
ア
ド
レ
ス
を
直
接
入
力

す
る
こ
と
な
く
、
身
近
な
Ｈ

Ｐ
か
ら
「
リ
ン
ク
」
を
利
用

す
れ
ば
よ
い
の
で
す
。
例
え

ば
、
本
紙
の
Ｈ
Ｐ
『http://

shim
in.cam

elianet.
com

/

』
ト
ッ
プ
メ
ニ
ュ
ー

の
中
か
らG

oogle

の
ア
イ

コ
ン
を
探
し
、
飛
ん
で
み
て

下
さ
い
。

　

G
oogle

の
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
の
構
成
は
非
常
に
シ
ン

プ
ル
で
、
検
索
す
る
た
め
の

キ
ー
ワ
ー
ド
を
入
力
す
る
空

欄
と
い
く
つ
か
の
ボ
タ
ン
、

リ
ン
ク
が
あ
る
だ
け
で
す
。

　

G
oogle

は
世
界
中
で
利

用
さ
れ
る
40
億
以
上
の
Ｈ
Ｐ

か
ら
キ
ー
ワ
ー
ド
を
手
掛
か

り
と
し
て
、
ほ
と
ん
ど
一
瞬

で
目
的
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

探
し
出
す
の
で
す
。

　

例
え
ば
「
柳
瀬
川
」
と
い

う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
入
力
し

て
検
索
す
れ
ば
、
Ｈ
Ｐ
の
各

ペ
ー
ジ
内
に
「
柳
瀬
川
」
と

い
う
句
が
含
ま
れ
る
Ｈ
Ｐ
が

片
っ
端
か
ら
ヒ
ッ
ト
し
ま

す
。
ウ
ェ
ブ
ロ
ボ
ッ
ト
と
い

う
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
世
界
中
の

Ｈ
Ｐ
を
巡
回
し
、
デ
ー
タ
を

G
oogle

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

内
部
に
索
引
と
し
て
集
め
て

い
る
の
で
、
素
早
い
検
索
が

で
き
る
の
で
す
。

　

こ
こ
で
、G

oogle

の
一

歩
進
ん
だ
使
い
方
を
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。

　

１　
ツ
ー
ル
バ
ー
で
ど
の

ペ
ー
ジ
か
ら
で
も
即
検
索
。

　

G
oogle

の
検
索
結
果
の

画
面
の
下
部
を
見
て
く
だ
さ

い
。「G

oogle

ツ
ー
ル
バ
ー

日
本
語
版
」
と
い
う
文
字
列

が
目
に
つ
き
ま
す
。
こ
こ
を

ク
リ
ッ
ク
す
る
とG

oogle

ツ
ー
ル
バ
ー
の
ソ
フ
ト
の
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
に
入
り
ま
す
。

ソ
フ
ト
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
イ
ン
ス
ト
ー
ル
が
終
わ
っ

た
ら
、
ウ
ェ
ブ
ブ
ラ
ウ
ザ
を

も
う
一
度
起
動
し
て
く
だ
さ

い
。ツ
ー
ル
バ
ー
の
下
部
に
、

G
oogle

の
検
索
が
で
き
る

小
さ
な
コ
ー
ナ
ー
が
追
加
さ

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ


